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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 24日 (2005.12.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 基 材 に よ っ て 、 硬 質 材 粉 末 を 結 合 し 、 連 続 気 泡 を 有 す る よ う に 構 成 さ
れ た 研 磨 パ ッ ド で あ っ て
　 厚 み 方 向 に 研 磨 用 ス ラ リ ー の 通 過 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す 磨
パ ッ ド 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　

　

　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記
請 求 項 ２ に 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 。

　 　 【 請 求 項 ４ 】 　

　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　
　
　
　

　 　 【 請 求 項 ７ 】 　

　
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

、
前 記 連 続 気 泡 に よ り る 研

基 材 に よ っ て 、 硬 質 材 粉 末 を 結 合 し 、 連 続 気 泡 を 有 す る よ う に 構 成 さ
れ た 研 磨 パ ッ ド で あ っ て 、

前 記 連 続 気 泡 は 、 被 研 磨 体 に 接 触 す る 側 で 研 磨 用 ス ラ リ ー を 含 有 で き 、 且 つ 気 泡 内 に 入
り 込 ん だ 研 磨 用 ス ラ リ ー を 通 過 で き る よ う に し て あ る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 パ ッ ド 。

基 材 が 軟 質 樹 脂 で あ り 、 前 記 硬 質 材 粉 末 が 硬 質 樹 脂 粉 末 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は

蒸 気 成 形 に よ り 軟 質 樹 脂 及 び 硬 質 樹 脂 粉 末 を 焼 結 し て 、 研 磨 用 ス ラ リ
ー が 入 り 込 ん で 通 過 で き る 連 続 気 泡 を 軟 質 樹 脂 に 形 成 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 パ ッ
ド 。

前 記 軟 質 樹 脂 の 硬 度 が ６ ０ 度 以 上 ９ ０ 度 以 下 （ Ｊ Ｉ Ｓ － Ｋ ６ ３ ０ １ ）
の 範 囲 内 に あ り 、 前 記 硬 質 樹 脂 粉 末 の 硬 度 が ９ ５ 度 以 上 （ Ｊ Ｉ Ｓ － Ｋ ６ ３ ０ １ ） で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の 研 磨 パ ッ ド

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 研 磨 パ ッ ド と 、
前 記 研 磨 パ ッ ド を 装 着 す る 定 盤 と 、
前 記 研 磨 パ ッ ド に 対 向 す る よ う に 被 研 磨 体 を 保 持 す る ヘ ッ ド と を 備 え 、
前 記 研 磨 パ ッ ド が 前 記 被 研 磨 体 を 研 磨 用 ス ラ リ ー を 用 い て 研 磨 す る よ う 構 成 さ れ た こ と

を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 。
被 研 磨 体 に 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 研 磨 パ ッ

ド を 対 向 さ せ る 工 程 と 、
前 記 被 研 磨 体 と 前 記 研 磨 パ ッ ド と の 間 に 研 磨 用 ス ラ リ ー を 供 給 す る 工 程 と 、
前 記 被 研 磨 体 と 前 記 研 磨 パ ッ ド と を 相 対 的 に 移 動 さ せ る 工 程 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す

る 平 坦 な 表 面 を 有 す る 被 研 磨 体 を 製 造 す る 方 法 。



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 発 明 に よ る 研 磨 パ ッ ド ４ ０ は 、 図 １ 、 図 ５ に 示 す よ う に
、 基 材 １ ０ に よ っ て 、 硬 質 材 粉 末 ２ ０ を 結 合 し 、 連 続 気 泡 ５ を 有 す る よ う に 構 成 さ れ た 研
磨 パ ッ ド ４ ０ で あ っ て 研 磨 パ ッ ド ４ ０ が 、 厚 み 方 向 に 研 磨 用 ス ラ リ ー の 通 過 性 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 発 明 に よ る 研 磨 パ ッ ド は 、 の 研 磨 パ ッ ド に お い て 、 前 記 基 材 が 軟 質 樹 脂 で あ り 、
前 記 硬 質 材 粉 末 が 硬 質 樹 脂 粉 末 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 高 研 磨
レ ー ト 、 ド レ ス フ リ ー 性 が よ り 確 実 に 得 ら れ る 。
　

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 発 明 に よ る 研 磨 パ ッ ド は 、 研 磨 パ ッ ド に お い て 、 前 記 軟 質 樹 脂 の 硬 度 が ６ ０ 度
以 上 ９ ０ 度 以 下 （ Ｊ Ｉ Ｓ － Ｋ ６ ３ ０ １ ） の 範 囲 内 に あ り 、 前 記 硬 質 樹 脂 粉 末 の 硬 度 が ９ ５
度 以 上 （ Ｊ Ｉ Ｓ － Ｋ ６ ３ ０ １ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 よ り 高
い 研 磨 レ ー ト 、 よ り 確 実 な ド レ ス フ リ ー 性 が 得 ら れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 発 明 に よ る 研 磨 装 置 は 、 の 研 磨 パ ッ ド と 前 記 研 磨 パ ッ ド を 装 着 す る 定 盤 と 前
記 研 磨 パ ッ ド に 対 向 す る よ う に 被 研 磨 体 を 保 持 す る ヘ ッ ド と を 備 え 前 記 研 磨 パ ッ ド が 前
記 被 研 磨 体 を 研 磨 用 ス ラ リ ー を 用 い て 研 磨 す る よ う 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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本
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本 発 明 に よ る 研 磨 パ ッ ド は 、 基 材 に よ っ て 、 硬 質 材 粉 末 を 結 合 し 、 連 続 気 泡 を 有 す る よ
う に 構 成 さ れ た 研 磨 パ ッ ド で あ っ て 、 前 記 連 続 気 泡 は 、 被 研 磨 体 に 接 触 す る 側 で 研 磨 用 ス
ラ リ ー を 含 有 で き 、 且 つ 気 泡 内 に 入 り 込 ん だ 研 磨 用 ス ラ リ ー を 通 過 で き る よ う に し て あ る
こ と を 特 徴 と す る 。

本 上 述

本 発 明 に よ る 研 磨 パ ッ ド は 、 蒸 気 成 形 に よ り 軟 質 樹 脂 及 び 硬 質 樹 脂 粉 末 を 焼 結 し て 、 研
磨 用 ス ラ リ ー が 入 り 込 ん で 通 過 で き る 連 続 気 泡 を 軟 質 樹 脂 に 形 成 し て あ る こ と を 特 徴 と す
る 。

本 上 述 の

本 上 述 、 、
、



　 発 明 に よ る 平 坦 な 表 面 を 有 す る 被 研 磨 体 を 製 造 す る 方 法 は 、 被 研 磨 体 に 、 の 研 磨
パ ッ ド を 対 向 さ せ る 工 程 と 前 記 被 研 磨 体 と 前 記 研 磨 パ ッ ド と の 間 に 研 磨 用 ス ラ リ ー を 供
給 す る 工 程 と 前 記 被 研 磨 体 と 前 記 研 磨 パ ッ ド と を 相 対 的 に 移 動 さ せ る 工 程 と を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 。
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